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研究テーマ（留学目的）の説明 （助成決定時のテーマ。文責は本人）  

 
私の研究分野は、カンボジア社会経済である。具体的には、カンボジアに住む人々の内的な意味社会に焦点を当

て、そこから、彼らの社会･経験を解釈する新たな仮説を形成することを目的としている。なぜ、そのようなアプロ―

チが必要とされ、新たな方法として意味を見出すかを説明したい。 

 
カンボジアに住む人々を対象としたフィールド調査は、以下のようなものがある。調査テーマから見ると、１９７０年

代以前では、①農村調査、②華人調査、１９８０年代以降のテーマとしては、①ポル･ポト時代及びその影響の検

証、②援助施行のための実務調査、３９７０年代以前の研究者などによる農村調査、④華人調査、⑤文化人類学

的調査（宗教、儀礼など）である。そのような調査を、カンボジアに住む人々に対する描き方から分類すると、以下

のように分けられるだろう。「語られる」人々と「語る」人々である。「語られる人々」とは農民としてのカンボジア人で

ある。「農民」はカンボジア社会の主要構成員とされ、「飢えることのない」「安楽で変化の少ない」社会に生きる

人々として、マスとして捉えられ、個人の姿が現れてくることがない。「語る」人々とは「被害者」としてのカンボジア

人である。アメリカの爆撃の、「ポル･ポト占有地域」の、「虐殺」、「難民」、「貧困者」としての、つまり「政治･戦争」

に翻弄される「被害者」としてのカンボジアの人々である。調査者たちは、「世界へのメッセージ」として、政治的色

彩を帯びたものとして、「被害者」の人々の声を出版する。個人の姿を見せなかったカンボジア人が、突如として、

個々人が個々人の生活･人生を語り始める。上記のような枠組みの調査や研究は、その必然としての限界を持つ

のではないだろうか。まず個人の農民の不在であり、そして「被害者」としてのレッテルをはみ出すものが、調査･研

究者の対象に入らないという限界である。 

 
今回、調査を行う目的は、こちらから持ちこんだ枠組み･視点から、人々の社会を記述するのではなく、上述の２つ

の枠組みを超えて、ここの今を生きる人々の日常生活、意味社会に接近することである。具体的な対象は、シクロ

ー従事者を対象として行うが、彼らをたんに、貧困者、援助対象者、フォーマル部門への就業までの暫定的な従

業者、途上国に残存する伝統的運輸部門への従業者といった、彼らが知るよしもない、こちらから与えたカテゴリ

ーから自由にし、今都市に生きる主体としての彼らの生活･社会･意識･価値に近づくことである。そして、将来的に、

彼らの現実により近づいた、なんらかの仮説を導きだす為の、仮説発見のための調査としてこの調査を位置付け

たい。 

 
 
 












